
ー
兵
衡
を
芭
い
た
が
、
翌
九
年
賊
起
っ
て
こ
れ
を
附
み
、

菅
原
は
戟
捜
し
た
。
凶
っ
て
尾
山
の
佐
久
閲
脱
政
は

賊
を
討
ち
、
後
村
上
劉
勝
の
締
吉
武
費
岐
ハ
一
に
次

右
衛
門
に
作
る
)
を
芭
い
た
と
寵
す
る
。

ベ
ツ
タ
ウ
デ
別
宮
出
能
美
泌
縄
海
郷
に
鴎
ず

る
部
務
。

ベ
ツ
サ
ン
別
山
能
楽
泌
と
越
前
大
野
州
仰
の
境

上
に
在
っ
て
高
さ
一
一
一
一
一
九
九
米
。
地
質
保
羅
系
。
白

.
山
記
に
、
『
南
去
=
数
十
里
一
有
ユ
向
山
刊
此
山
頂
住
=
大

明
制
二
蹴
旦
別
山
大
行
事
一
是
大
山
地
御
也
。
器
棚
脅

禁
法
也
。
有
二
関
一
一
聞
大
行
第
一
安
=
芭
五
尺
金
銅

像
吋
殿
前

-
x
h
F
続
(
鵬
談
紋
鴨
)
0

繋
-
-
一
尺

λ
寸
鰐
口
一
番
昌
一
校
側
一
興
服
紘
一
線
制
)
o
b

と
い
ひ
、

文
『
小
白
山
御
肱
長
栂
寺
徳
明
傍
糊
結
託
尺
金
銅
像
』

と
し
、
叉
御
前
鴎
奥
富
の
こ
と
を
叙
し
た
る
次
に
は
、

『
商
有
=
一
位
一

mm山
本
宮
也
。
奉
v

誠
z

椴
到
ニ
悶
J

山
品
渡
給
也
。
』
と
あ
る
。
別
山
大
行
事
は
、
一
苅
亨
線

香
に
、
『
澄
叉
渡
-
一
左
絢
-
上
=
却
時
一
一
旭
-
一
一
丈
夫
ザ
手

掠
z
金
箭
ご
閥
横
a

鋭
弓
4

・含
v
笑
日
。
我
是
妙
理
犬
皆
川

際
之
輔
也
。
名
日
=
小
白
山
大
行
事
一
』
と
い
ふ
も
の

に
同
じ
〈
、
大
山
地
柳
は
大
山
紙
紳
と
訓
む
べ
き
で

あ
る
と
の
誌
が
正
し
い
。
又
越
前
名
蹴
考
に
、
『
木
地

禦
御
脅
の
像
、
金
森
法
印
議
玄
建
立
。
天
正
十
三
年

に
大
野
の
篠
蹴
野
に
て
鎚
た
る
像
な
り
ご
と
見
え

て
、
こ
の
跡
調
は
今
白
山
比
路
・
紳
枇
奥
富
の
描
祉
で

あ
る
。ベ

ツ
サ
ン
ム
ロ
別
山
室
白
山
別
山
の
越
前
石

徹
白
宮
崎
と
市

J

瀬
管
路
と
相
曾
す
る
線
高
一
一
一
六

O
米
の
迫
分
か
ら
、
北
方
へ
約
一
粁
巡
ん
だ
腕
に
あ

っ
た
。
近
年
ま
で
そ
の
残
形
を
存
し
て
ゐ
た
が
、
今

は
無
い
。
越
前
名
蹟
考
に
、
『
祉
ハ
別
山
〉
よ
り
別
山
室

ヘ
入
町
』
と
記
さ
れ
る
。

ベ
ツ
シ
ヨ
別
所
江
沼
郡
山
中
谷
に
臨
す
る
部

，、
''J 

哩E

務。
ベ
ツ
シ
ヨ
別
所

μ
ッ
石
川
郡
富
樫
庄
に
臆

す
る
怒
務
。
設
宗
の
竹
林
が
あ
っ
て
、
符
を
名
産
と

す
る
。ベ

ツ
シ
ヨ
別
所
河
北
端
非
上
庄
に
臨
す
る
部

務。
ベ
ツ
シ
ヨ
別
所
以

w
y

羽
咋
郡
賀
擦
の
内
の

小
字
。ベ

ツ
シ
ヨ
別
所
一
一
ヨ
W

鹿
島
榔
熊
木
院
に
邸

ず
る
部
帯
。

ベ
ツ
シ
ヨ
別
所
鹿
島
泌
能
菅
島
庄
に
鴎
す
る

部
務
。
明
治
中
に
主
っ
て
島
別
腕
と
改
め
た
。

ペ
ツ
シ
ヨ
別
所
鳳
京
都
本
郷
に
臨
す
る
部
wm
。

ベ
ツ
シ
ヨ
別
所
鳳
車
部
室
熊
の
内
の
小
字
。

ペ
ツ
シ
ョ
ウ
ヤ
チ
別
議
谷
内
村
山
一
y

m
羽
咋
郡

上
棚
の
内
の
小
出
子
。

ペ
ツ
シ
ヨ
ガ
タ
ケ
別
所
ヶ
岳
鹿
島
泌
能
菅
島

に
於
け
る
山
服
申
の
宇
一
時
を
な
す
も
の
で
、
そ
の
最

高
地
点
を
問
ヲ
村
塚
と
い
ふ
。
高
さ
一
九
七
米
。
地
質

蹄
石
安
山
岩
。

ペ
ツ
シ
ヨ
カ
ン
Z

モ
ン
別
所
勘
右
衛
門
尖
は

上
限
共
陣
。
前
凶
利
常
に
仕
へ
て
千
石
を
領
し
、
明

隠
元
年
現
。
子
孫
相
償
問
い
で
務
に
仕
へ
る
。

ベ
ツ
シ
ヨ
シ
ゲ
テ
ル
別
所
霊
照
逝
稽
三
平
。

掃
貯
の
入
。
寛
永
十
六
年
前
凶
利
常
に
仕
へ
て
御
近

習
取
次
と
な
り
、
磯
漸
〈
増
し
て
千
七
百
四
十
石
に

至
っ
た
。
元
旅
七
年
七
局
夜
。
軍
照
の
後
、
孫
太
夫

璽
詮
・
孫
趨
途
良
を
絶
て
孫
十
郎
の
時
、
元
文
元
年
幼

少
で
突
の
諮
知
三
の
一
を
援
ぎ
、
翌
二
年
早
世
し
て

絶
炊
し
た
。

ベ
ツ
シ
ヨ
ダ
ケ
別
院
掛
鹿
島
郡
の
別
所
領
と

鳳
豆
郡
と
の
境
上
に
鋳
え
、
高
さ
三
五
八
米
。
地
質

輝
石
安
山
岩
。

， 

ベ
ツ
シ
ヨ
ダ
Z

別
所
谷
一
h
u
y

庄
に
毘
す
る
部
務
。

ベ
ツ
シ
ヨ
ダ
-
-
シ
ン
メ
イ
グ
ウ
別
所
谷
紳
明
宮

鳳
至
郡
別
所
谷
に
鎮
座
し
、
今
は
伊
勢
跡
祉
と
い
ふ

も
の
で
あ
る
。
能
登
誌
に
、
『
此
川
縁
に
大
な
る
宮
森

あ
り
。
紳
明
富
に
て
内
宮
外
宮
繭
駐
の
紳
主
引
持
氏

と
て
商
家
あ
り
。
毎
年
十
一
周
十
五
日
祭
種
に
て
、

此
日
川
下
よ
り
健
一
尺
の
ぼ
り
来
り
、
廻
板
石
と
い

ふ
上
に
て
死
し
流
る
L
な
り
。
是
を
取
て
喰
へ
ば
、

必
ず
蝋
病
に
成
と
い
ひ
侮
へ
り
。
』
と
記
す
る
。

ベ
ツ
シ
ヨ
ダ
Z

ハ
チ
マ
ン
ジ
ヤ
別
所
谷
八
幡
枇

鳳
至
郡
別
腕
谷
に
在
る
。
式
内
等
醤
世
記
に
、
『
別
所

谷
八
幡
榊
枇
、
大
屋
庄
内
別
厨
谷
村
銀
座
。
古
代
之

棟
札
多
停
来
。
甚
醤
祉
也
。
』
と
見
え
、
そ
の
棟
札
は

嘉
吉
三
年
の
も
の
と
、
明
臨
二
年
九
且
で
領
主
藤
原

俊
宗
・
前
古
越
前
守
正
艇
と
あ
る
も
の
と
あ
る
が
、
文

字
多
く
消
滅
す
る
。
俊
宗
は
祖
井
備
中
守
で
あ
る
。

ベ
ツ
シ
ヨ
ノ
オ
ホ
ネ
ヲ
別
所
の
大
根
尾
臨
島

郡
能
管
島
の
別
所
領
に
臨
す
る
高
地
で
、
島
市
悉
く

見
渡
さ
れ
、
東
方
臨
渡
島
か
ら
北
方
瀬
嵐
ま
で
も
望

ま
れ
る
。

ベ
ツ

y
ウ
ソ
エ
ン
別
宗
祖
録
臨
梼
宗
の
例
。

践
は
願
締
。
金
・
揮
の
士
佐
々
木
定
之
の
子
で
あ
っ
た
。

高
治
元
年
生
ま
れ
、
相
凶
寺
鍵
雲
の
法
を
嗣
ぎ
、
景

徳
・
提
如
二
寺
を
経
て
相
闘
を
主
h
v
、
紫
衣
の
恩
賜

を
奔
し
、
後
南
開
寺
に
鞠
じ
た
。
組
縁
叉
詩
文
に
長

じ
、
前
回
綱
紀
の
珍
籍
を
天
下
に
求
め
た
時
、
.
讃
力

す
る
腕
少
〈
な
か
っ
た
。

ペ
ツ
ソ
ウ
ダ
ケ
別
推
緑
風
笠
郡
別
腕
部
務
の

西
北
に
嘗
る
山
。
高
さ
岡
上
測
定
三
四
七
米
。
地
質

第
三
紀
厨
。

ベ
ッ
ト
ウ
ザ
カ
別
嘗
援
白
山
の
醤
而

J

瀬
祖
泉

か
ら
の
奄
踏
申
、
鹿
松
平
か
ら
上
の
陵
坂
で
、
標
高

鳳
至
都
大
屋

‘ 

-圃

一
七

O
O米
乃
豆
一
入

O
O米
許
に
在
る
。
白
山
態

把
に
、
『
女
郎
坂
。
別
常
坂
。
躍
石
櫛
昌
子
道
吋
高
下

不
v

持
。
佃
勾
而
島
中
v

之
。
』
と
認
す
る
。

ベ
ツ
ナ
ダ
カ
別
名
高
滞
政
時
代
に
、
百
姓
の

戸
主
が
死
亡
し
て
男
子
の
な
い
時
に
、
募
締
V
A
は
娘

が
高
を
相
続
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
か
ら
、
再
び
死

亡
者
の
名
に
よ
っ
て
取
高
し
、
或
は
百
姓
の
男
子
な

き
者
が
、
後
に
そ
の
娘
の
銀
を
辿
へ
て
別
家
せ
し
め

る
録
、
伎
に
人
名
を
設
け
て
取
高
す
る
こ
と
を
い
ふ
。

別
名
高
は
法
に
よ
っ
て
禁
止
せ
ら
れ
、
犯
す
も
の
は

高
を
波
牧
せ
ら
れ
た
。

ヘ
ツ
ノ
イ

P
Z
抽
沼
津
の
λ
江
鳳
京
都
穴
水
の

大
町
に
鎮
座
す
る
遊
棒
陥
時
紳
枇
の
前
方
海
上
を
、

古
へ
遜
・
樟
の
入
江
と
呼
び
、
西
行
法
闘
が
『
立
問
る

遜
禄
の
入
江
に
舟
と
め
て
鑓
た
び
も
見
ん
能
篭
の
鳥

山
』
と
詠
じ
た
と
い
ふ
が
、
凡
ぺ
て
信
じ
ら
れ
ぬ
0

・
へ
ツ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
鐘
津
比
噂
締
結
今
関
京

都
穴
水
の
大
町
に
溢
禄
比
時
制
祉
が
あ
る
。
能
菅
名

跡
志
に
、
『
南
の
礎
謹
に
設
諸
腕
の
柿
枇
と
て
大
枇
あ

b
、
大
町
の
氏
紳
な
り
。
枇
内
に
古
探
ぁ
。
。
名
を

十
種
塚
と
い
ふ
。
十
の
跡
貨
を
納
め
し
探
と
い
へ

り
。
』
と
記
し
、
大
日
本
史
紳
紙
志
は
之
を
式
内
遜
律

始
時
神
社
で
あ
る
と
す
る
が
、
穴
水
は
王
朝
の
能
営

部
だ
か
ら
縦
断
で
あ
ら
う
。
遊
詩
均
時
制
祉
は
式
内

等
磁
枇
起
に
輪
島
河
井
町
の
震
厳
紳
枇
を
以
て
之
に

舘
て
、
重
騰
は
肱
斜
と
間
唱
で
、
こ
れ
は
紛
諸
制
を

祭
。
、
か
の
島
に
は
市
杵
島
捌
を
祭
る
も
の
で
あ
る

と
の
訟
を
級
せ
て
ゐ
る
。
大
町
の
遜
線
路
時
前
祉
は
、

古
い
棟
私
に
柳
田
山
大
明
静
と
あ
っ
た
と
も
偲
へ
ら

L
'
P
O
 

4
4
・4〈ベ

ツ
ヨ
ケ
マ
イ
別
除
米
天
保
八
年
加
賀
滞
は

諸
郡
の
地
元
を
調
査
し
て
租
入
の
増
加
を
計
ら
ん
と
'

し
た
が
、
農
民
等
は
時
期
不
諸
活
な
る
を
以
で
一
作

七
三
九


